	種目表


【 府県代表の部 】

次にあげた３８種目以外の種目を使用することはできない。
（３８種目とは(公財)日本体操協会制定のトランポリン段階練習表（普及版）３０番までの種目をさす。No.1、No.27、No.29を除き、腰落ちー腰落ち、腹落ち－腹落ち、
ひざ落ちーひざ落ち、よつんばい落ちーよつんばい落ちを加えたもの。）

　

	1.　1/2捻り跳び（ハーフ・ピルエット）
	20.　腰落ちーよつんばい落ち

	2.　腰落ち 
	21.　よつんばい落ちー腰落ち

	3.　腰落ちー立つ
	22.　腰落ちー1/2捻りよつんばい落ち

	4.　腰落ちー腰落ち
	23.　腰落ちー1/2捻り腹落ち

	5.　膝落ち
	24.　閉脚跳び

	6.　膝落ちー立つ
	25.　1/2捻り腰落ち

	7.　膝落ちー膝落ち
	26.　１回捻り跳び（ピルエット）

	8.　腰落ちー膝落ち
	27.　腰落ちー腹落ち

	9.　膝落ちー1/2捻り腰落ち
	28.　膝落ちー腹落ち

	10.　腰落ちー1/2捻り膝落ち
	29.　腹落ち

	11.　膝落ちー腰落ち
	30.　腹落ちー立つ

	12.　抱え跳び
	31.　腹落ちー腹落ち

	13.　よつんばい落ち
	32.　腹落ちー腰落ち


	14.　よつんばい落ちー立つ
	33.　腰落ちー1/2捻り立つ

	15.　よつんばい落ちーよつんばい落ち
	34.　腰落ちー1/2捻り腰落ち（スイブル・ヒップス）

	16.　よつんばい落ちー1/2捻り腰落ち
	*35.　１/２捻り腹落ち

	17.　開脚跳び
	36.　腹落ちー1/2横回り腹落ち（ターンテーブル）

	18.　よつんばい落ちー腹落ち
	*37.　腰落ちー１回捻り腰落ち（ローラー）

	19.　腹落ちー膝落ち
	*38.　一回捻り腰落ち


【 一般の部・ジュニアの部 】

(公財)日本体操協会制定のシャトル38種目の1～34と36までの種目で行う。ツーバウンスを行うことが出来る。三分間の対戦で勝負の決着がつかなかった場合は引き分けとする。チームの勝敗数が同じ場合（不戦勝も１勝とする）は、１名の代表選手が個人競技規則に則り決勝戦を行う。他、(公財)日本体操協会制定のシャトル競技・競技規則に則り実施する。
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